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【概要】 
アジア人は欧米人よりも過度の血圧モーニングサージが多くみられるうえに、高血圧と心血管疾患イベ

ント発症の関連が強いため、早朝・夜間を含めた「パーフェクト 24 時間血圧コントロール」の達成が極

めて重要である。「パーフェクト 24 時間血圧コントロール」とは 24 時間血圧レベルのコントロール、夜

間血圧低下、血圧変動抑制からなる。達成への第一歩は、家庭血圧、特に早朝血圧を基礎とした血圧管

理である。夜間血圧管理のため、我々は夜間家庭血圧計を開発した。血圧変動については先頃我々が提

唱した「血圧共振仮説」がある。血圧変動は 1 心拍ごと、体位、日内、日間、受診間、季節、年ごとに

みられるが、これらの変動が一度に「共振」することで、心血管イベントをトリガーするダイナミック

血圧サージ が起こりうるというものである。これは全身血行動態アテローム血栓症候群（SHATS）の

ある患者において特にリスクとなる。最近、1 心拍ごとの血圧を測定するウェアラブル・サージ血圧計

（WSP）を企業と共同開発した。この機器を、情報通信技術（ICT）を利用した解析システムとともに

用いることで血圧管理を点からシームレスへとパラダイムシフトし、さらに個人レベルの予見医療を実

現することで、心血管イベントゼロを達成したい。 
 
【コメント】 
1 心拍ごとの血圧値を連続で測定する世界初の血圧測定機器（WSP）を用いて血圧変動をとらえ、「パ

ーフェクト 24 時間血圧コントロール」を達成し、さらに個人レベルの「予見医療」実現によって心血管

イベントゼロを目指す。 
 
 


